
《デザインへの思い》 

このデザインには、庄内よつば学園

が「それぞれの個性が集まる、思い

やりのある場所になってほしい」と

いう願いが込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

この通信は、庄内地域における「魅力ある学校」づくりの検討状況を地域や保護者のみなさまへお知らせするため

に発行しています。本号では、庄内よつば学園の校歌、校章、標準服とコミュニティ・スクール学習会についてお知

らせします。 

 

 

 

庄内よつば学園の校歌が完成し、1 月 27 日に校歌受領式が

行われました。作曲は豊中市出身の作曲家兼ピアニストの西村

由紀江(にしむら ゆきえ)さん、作詞は大阪音楽大学卒業生で作

詞家兼作曲家の相花奈音(あいはな なのん)さんです。 

歌詞には、「音楽のようにこの先ずっと一人ひとりの心(音)が

つながる、幸せ溢れる学校になってほしい」という願いが込め

られています。 

なお、完成した音源には“第七中学校生徒有志合唱隊”の歌声

が録音されています。大阪音楽大学の講師のもと練習を重ね、

同大学の録音スタジオにおいて、西村さんのピアノとともに子どもたちらしい歌声で 

レコーディングが行われました。完成した校歌は、3 月上旬に校区の小中学校で初披 

露され、その後市ホームページなどでも公開されます。 

 

 

 

 

庄内よつば学園の校章は、庄内よつば学園校区の児童生徒からデザイン案

を募集し、多くのデザイン案の中から児童会・生徒会を中心に決めていきま

した。児童会・生徒会交流会において 5 点にまで候補を絞り、デザイン化さ

れたその 5 点から子どもたちへアンケートを行い、その結果をもとに教職

員でつくる“小中一貫教育推進委員会”において左記のデザインが選ばれま

した。 

 

《デザイン化された他の校章案》 
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このたび、庄内よつば学園の開校に向けて、地域と学校が連携・協働しながらより 

良い教育環境をつくるコミュニティ・スクールについて理解を深めるための学習会を 

開催することとなりました。現在、庄内よつば学園校区の子どもたちをサポートいた 

だいている方や、これからサポートしたいと思われている方は是非ご参加ください。 

 

【日時】令和 7 年(2025 年) 3 月 22 日(土) 10：00～11：30 頃 

【場所】庄内コラボセンター 4 階 多目的室 1（406） 

【対象】庄内よつば学園の子どもたちをサポートしたいと思われている方 

【申込】電子申込(右記の二次元コードから)or メール or お電話にてお申込み下さい 

 

 

 

 

 

庄内よつば学園の標準服は、ボトムスデザインが異なる 3 パターンを作成し、

児童会・生徒会の子どもたちとの懇談会を経て各校で展示を行い、標準服着用

対象となる小学 5、6 年生及び中学 1～3 年生の子どもたちにアンケートを実施

しました。小中学校ともすべての学年で 1 つのデザインに票が集まり、総計で

約半数（49％）に及ぶ数となりましたので、その結果を受け“小中一貫教育推進

委員会”において「紺をベースとしてグリーンとブルーが入ったチェック柄」の

右記のデザインをよつばオリジナル標準服に決めました。 

子どもたちからは、「ブレザーとの統一感があって、どんな人も着やすいチェ

ック柄。」「シンプルだけど、少し柄が入っていて良いと思った。」「普段の学校

生活で過ごしやすいと思うし、汚れがつきにくそう。」「大人っぽくできている

ことで誰でも着やすいと思いました。」等の声がありました。軽量でストレッチ

性に優れた機能的な標準服で、ご家庭での洗濯機で丸洗いもできる仕様になっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発 行  

豊中市教育委員会事務局 学校教育課 計画係 

電  話：06-6858-2705  FAX：06-6846-9649 

E-mail：kyokeikaku@city.toyonaka.osaka.jp 豊中市 魅力ある学校 

《庄内よつば学園の標準服の基本的な考え方》 

 “制服”ではなく“標準服”として服装のあり方を考える 

→ 指定品を常に着なければならないというものではなく、着用ルールは緩やかにする 

→ ”よつばオリジナル標準服“または”量販店等の既製品“のブレザー、スラックス(スカート)を標準服とする 

 多様性に配慮し、子どもの選択の幅を広げる → カッター、ポロシャツ等の色は指定しない等 

 着用のあり方は、ステージごとに考える 

 開校後の標準服等のあり方やルールについては、児童会・生徒会で検討していく（学校での学習や活動をすすめる服

装を自分たちで考える） 

 

電子申込 

mailto:kyokeikaku@city.toyonaka.osaka.jp

